
 

 

 

 

１．日時：平成２５年５月２０日（月）15:00～17:00 

 

 

２．場所：太田川河川事務所 ３階第一会議室 

 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 努     広島工業大学環境学部環境情報学科 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

第１部会 委員 川住  昌光    (株)日本政策投資銀行中国支店   

 

 

４．議事次第 

 【工事関係審査】 

       １）審査対象工事の全体説明 

２）審査対象工事の個別説明  

  【業務関係審査】 

３）審査対象業務の全体説明 

４）審査対象業務の個別説明  

 

 

５．審査対象工事・業務一覧 

  別紙のとおり 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第２回）開催結果の概要 



日 時：平成２５年５月２０日（月）15：00～ 

                      場 所：太田川河川事務所 ３階第一会議室 

 

平成２５年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第２回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

 

 【工事関係審査】 

       １）審査対象工事の全体説明 

 

２）審査対象工事の個別説明  

               

 【業務関係審査】 

３）審査対象業務の全体説明  

 

４）審査対象業務の個別説明  

 

４．閉  会 

 



◆第２回　総合評価審査委員会　第１部会　審査対象工事件数・・・・・・・・全７件

（１）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・・・・・５件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応 ～5者 6～10者 11者～

建築 税務大学校広島研修所建築工事 - 1 - － 1
構造体コンクリートの品質・耐久性の
向上に関する施工計画

- - - 1

PC
下関北バイパス綾羅木高架橋ＰＣ
第４上部工事

- 1 - - 1
ＰＣ上部工の品質・耐久性向上に関す
る施工計画

- - - 1

【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ ～5者 6～10者 11者～

鋼橋上部
東広島・呉道路大多田高架橋鋼上
部工事

- 1 - - 1 - - - - 1

鋼橋上部
下関北バイパス綾羅木高架橋鋼第
３上部工事

- 1 - - 1 - - - - 1

PC
下関北バイパス綾羅木高架橋ＰＣ
第３上部工事

- 1 - - 1 - - - 1 -

-

-

総合的コスト縮減
評価項目（技術提案）

施工計画

桁架設時の安全に対する施工計画

桁架設時の安全に対する施工計画

桁架設時の安全に対する施工計画

競争参加業者数
工種

施工体制評価点＋加算点の合計
計

【　審査対象工事一覧表　総括表　】

計
競争参加業者数

工種
施工体制評価点＋加算点の合計

工事名

工事名



（2）評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・・２件

【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

PC
東広島・呉道路南方高架橋ＰＣ上部
工事

【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

As舗装
柳井バイパス柳井地区電線共同溝
第２工事

工事名

工事名工種

工種



◆第2回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

⑪ ○
税務大学校広島研修所建築
工事

本
官

建
築

－
営
繕

庁舎・教室棟
鉄筋コンクリート造
地上4階塔屋1階建
延べ面積　1,868㎡
　　　　　　　新築１棟
寮・厚生棟
鉄筋コンクリート造
地上4階塔屋1階建
延べ面積　2,052㎡
　　　　　　　新築１棟
外

構造体コンク
リートの品質・
耐久性の向上
は、設計で要
求された建物
性能を実現す
る上で重要で
ある。

3 ○

一
般
競
争

技
術
提
案
評
価
型

(

S
型

)

－ ○ － 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

構造体コンク
リートの品
質・耐久性の
向上に関す
る施工計画

40.0 40.0 0.0

2
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑪ ○
下関北バイパス綾羅木高架
橋ＰＣ第４上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－
橋
梁

　本工事は、一般国道
１９１号下関北バイパ
スのうち、下関市綾羅
木本町地内におけるＰ
Ｃ上部工事である。

工事延長　L=168m
【綾羅木高架橋】
　ＰＣ７径間連結プレテ
ンＴ桁橋　L=168m

　橋梁の構造
体として重要で
ある上部工に
ついて良好な
品質を持ったコ
ンクリート構造
物とする事が
重要である。

4 ○

一
般
競
争

技
術
提
案
評
価
型

（
Ｓ
型

）

－ ○ － 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

ＰＣ上部工の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

40.0 40.0 0.0

工事概要No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

審査対象工
事

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

合
計

工事の特性

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

加
算
点
の
合
計
②

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

①技術提案

評価内容１ 評価内容２



◆第2回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

⑪ -
東広島・呉道路大多田高架
橋鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

A
橋
梁

　本工事は、東広島・呉道路
のうち、広島県東広島市黒瀬
町大多田地内における鋼橋
上部工事である。

工事延長　L=360.0ｍ
【大多田高架橋】
　鋼９径間連続非合成鈑桁橋
L=330.4ｍ　W=623.1ｔ

　県道・市道上
の架設作業が
あるため、桁架
設時の安全対
策に配慮が必
要である。

4 -

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

- ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0
桁架設時の
安全に対す
る施工計画

可
否

－ 7.0 7.0 1.0 3.0 1.0 1.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

3
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑪ -
下関北バイパス綾羅木高架
橋ＰＣ第３上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

-
橋
梁

　本工事は、一般国道１９１
号下関北バイパスのうち、下
関市綾羅木本町地内におけ
るＰＣ上部工事である。

工事延長　L=121m
【綾羅木高架橋】
　ＰＣ５径間連結ﾌﾟﾚﾃﾝＴ桁橋
L=121m

　本工事は海
岸に近接して
おり、架設時に
は強風も懸念
され、桁架設時
の安全対策に
配慮が必要で
ある。

4 -

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

- ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0
桁架設時の
安全に対す
る施工計画

可
否

－ 7.0 7.0 1.0 3.0 1.0 1.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

40.040.030.070.0 15.0 15.0
桁架設時の
安全に対す
る施工計画

可
否

6.0

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

- ○ ○2 － 8.0 8.0 3.0 1.01.0 2.06.0 1.0 3.0 1.0

　本工事は、一般国道１９１
号下関北バイパスのうち、下
関市大字垢田から綾羅木南
町二丁目地内における鋼橋
上部工事である。

工事延長　L=155m
【綾羅木高架橋Hﾗﾝﾌﾟ橋】
L=110.0m　鋼単純非合成鈑
桁橋＋鋼２径間連続非合成
鈑桁橋　W=301ｔ
【綾羅木高架橋Hﾗﾝﾌﾟ側道
橋】L=107.0m鋼３径間連続非
合成鈑桁橋W=186t

　本工事は海
岸に近接して
おり、架設時に
は強風も懸念
され、桁架設時
の安全対策に
配慮が必要で
ある。

4 -

一
般
競
争

下関北バイパス綾羅木高架
橋鋼第３上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

A
橋
梁

山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

⑪ -

合
計

加
算
点
の
合
計
②

備
　
　
考

施工計画 施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

①施工計画

①施工体制評価点

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

工事概要
工事の特性

公
告
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

審査対象工
事

No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課



◆第2回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

○
東広島・呉道路南方高架橋Ｐ
Ｃ上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－
橋
梁

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

評価内容２評価内容１

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札方式

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
①技術提案

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

工事の特性
工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課



◆第2回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1
山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○
柳井バイパス柳井地区電線
共同溝第２工事

本
官

Ａ
ｓ
舗
装

Ａ

電
線
共
同
溝

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工計画

合
計

①施工体制評価点

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

工事概要No.

事
務
所
名

区
分

局
担
当
課

審査対象工
事

工事名

本
官
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別
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